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空中散布による稲ウイルス病防除に関する研究

第2報　稲縞葉枯病に対する早春季防除の効果

高橋三郎・尾田啓一・滝田泰章

　1．まえがき

　栃木県においては明治30年ころから縞葉枯病

が発生していたようで，その後も発生が多く被

害の著しい年も多かった．　このため栃木県農

業試験場では昭和5年からヒメトビウンカ，縞

葉枯病の実態とその防除法にっいて調査研究を

　　　　　　　　　　　　　　　1），2），4）

行なっ七おり，近年では昭和32年に熊沢らが本

田期数回にわたる薬剤散布による防除法を確立

した．

　しかし，本田初期にヒメトビウンカ第2回成

虫飛込みの多い年には本田期の数回もの薬剤散

布でもなお縞葉枯病に対して十分な効果をあげ

ることは困難であり，また近年の農村における

勇働力の緊迫は著しく，この防除法も現状では

十分な実効を期待することは困難となり，空中

散布による縞葉枯病の省力的・効率的な防除法

　　　　　　　　　　　　　　　6），16）

が農家から強く要望されるようになった．

　このため，筆者らは昭和40年以降必要な調査

　　　　10），13），14），15）

および試験　　　　　を行なうと同時に栃木県

農務部農塵園芸課の企画立案に技術的な面から

参画して，昭和41年3月から実施された空中散

布による縞葉枯病防除実験事業の技術的な遂行

』とその調査にあたった．

　その結果の一部稲黄萎病に対する早春季空中

　　　　　　　　　　12）

散布の効果については前報に報告したので，本

報ではとくに縞葉枯病に対する早春季空中散布

の効果について報告する。

　稲ウィルス病防除実験事業の実施にあたって

は県農産園芸課はじめ関係各機関，農林水産航

空協会・県植物防疫協会はじめ諸団体，市町村

における農薬空中散布実施団体および現地農家

のかたがたの深いご理解をいただき，また，調

査の実施にあたっては農業試験場病害虫発生予

察北部観察所岩城寛・飛田卓也，中部観察所豊

・田文雄・片山栄助・斉藤浩一・斎藤司朗，南部

観察所本郷武・松本定利。および前任者西尾善

重・横倉光昭の諸氏の多年にわたる協力を得た

ので謝意を表する．

　皿　早春季防除の目的

　1。ヒメトビウンカの発生型と縞葉枯病の

感染

　宇都宮における2月から7月のヒメトビウン

　　　　　　　　　　　　1），2），3）

カの発生型は第1図のとおりで年によってかな

りのちがいはあっても昭和40年，42年のように

第2回成虫の多発年は縞葉枯病の多発およぴ被

　　　　　　　　　　　　5）

害の著しい点は熊沢らおよび尾田がすでに認め

ているとおりである．

　これは第2回成虫多発年は高密度の第2回成

虫による縞葉枯病の初期感染が多いことと，そ

の後ヒメトビウンカ第2世代幼虫以降の密度を

決定する大きな要因の一つはやはり本田飛込み

の第2回成虫密度であると考えられるからであ

る．

　現在，越冬世代幼虫時にヒメトビウンカ第2

回成虫の本田飛込み量を適確に予察することは

できないが，越冬世代幼虫密度が高く，第1回

成虫の羽化時期が遅れ気味の年は第2回成虫密

度の高い傾向がみられる．

　2・早春季防除の目的

　前に述べたようにヒメトビウンカ越冬世代幼

虫密度から第2回成虫本田飛込み密度を直接予
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